
 

 

令和３年度 第１５回 直江津区地域協議会 

次 第 

 

日時：令和４年２月１５日（火）18:30 – 20:15 

会場：レインボーセンター 多目的ホール 

 

 

１ 開  会                          18:30 – 18:32 

 

 

２ 会長あいさつ                        18:32 – 18:35 

 

 

３ 議 題                           18:35 – 20:10 

【報告事項】 

  ・三の輪台いこいの広場に係るサウンディング型市場調査の結果について 

 

 

【協議事項】 

  ・令和４年度地域活動支援事業について 

 

 

【自主的審議事項】 

・直江津まちづくり構想について 

 

 

４ その他                           20:10 – 20:15    

・次回地域協議会 

３月１５日（火）午後６時３０分～ レインボーセンター 多目的ホール 

 ・地域活動支援事業募集説明会 

   ３月２６日（土）午前１０時００分～ レインボーセンター 多目的ホール 

 

５ 閉  会 



新潟県上越市
JOETSU CITY三の輪台いこいの広場ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ型市場調査結果の概要

1 実施目的

2 実施スケジュール

1 実施要領の公表 令和3年12月10日（金）

2 市場調査（対話）の申込期限 令和4年 1月11日（火）

3 市場調査（対話）の実施 令和4年 1月25日（火）・27日（木）

3 エントリー事業者および提案の内容

提案内容

A社 キャンプサイトの管理・運営

B社 グランピング

C社 工場用地

三の輪台いこいの広場の利活用について、今後の利活用を検討するため、民間事業者の経験やノウ
ハウの活用を図るため、民間事業者との対話を通じて施設の有効活用策のアイデアや市場性の有無に
ついて調査を行うために実施するもの。

4 市の方針（案）

3件の提案のうち、キャンプサイトの管理・運営、グランピングと2件が既存施設を有効活用する提
案であり、市場性・実行性が見られる。

今後は、キャンプ場の運営として公募等の手続きについて検討していく。

【当日配付資料1】



【 令和４年度地域活動支援事業 直江津区の採択方針等について（案） 】 
資料№1 

 

◆基本審査・共通審査基準（全区共通）※令和３年度と変更なし 

審査項目 審査の視点 

① 公 益 性 

・提案事業の成果が広く地域に還元されるものか。 

・補助金を充てて購入した物品や修繕した施設等が、長く地域で活用される見

込みがあるか。 

・全市的な方向性と合致しているか。 

・提案者以外の市民や団体等に不利益を与えるものではないか。 

② 必 要 性 

・地域の課題解決や活力向上に効果が見込まれる取組であるか。 

・地域の実情や住民要望に対応したものか。 

・緊急性の高い提案事業であるか。 

・ほかの方法で代替できないものであるか。 

・補助金を充てる経費が提案事業を実施する上で不可欠なものであり、その規

模も必要な限度となっているか。 

③ 実 現 性 

・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか。 

・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整っているか。 

・資金調達の規模や時期に無理はないか。 

③ 参 加 性 
・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等の参加が期待できる

ものか。 

⑤ 発 展 性 

・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組であるか。 

・事業の終了後における自立性や発展性は期待できるか。 

・提案団体に、信頼性や将来性はあるか。 
 

項 目 令和３年度  令和４年度 

採択方針 右欄上段のとおり  

募集期間 ・4/1（木）から 4/30（金）まで 
（事務局案） 

・4/1（金）から 4/28（木）まで 

周知方法 

■全市的な取り組み 

・3/25広報上越、市 HPへの掲載 

・報道機関への情報提供 など 

■全市的な取り組み 

・市 HPへの掲載 

・報道機関への情報提供 など 

■直江津区での取り組み 

・2/25たよりを全戸配布（事前相談受付） 

・3/13（土）説明会（レインボーセンター） 

・3/25募集要項を全戸配布 

■直江津区での取り組み 

・2/25たよりを全戸配布（事前相談受付） 

・3/26（土）説明会（レインボーセンター） 

・3/25募集要項を全戸配布 

補助率等 

・事業費の上限・下限：なし 

・補助率：10/10以内 

・採択額が配分額を超えた場合は、配分額

内になるよう一律に圧縮 

 

審査方法 

・プレゼンテーション、全体協議(1 回目)を

実施 

・提案内容に疑義のある部分は、質問票に

て提案者に回答を求め、その回答を受け

て、全体協議(2回目)を実施 

・疑義の回答及び採択方針・審査基準に基

づき、既定の採点票にて個別採点を実施

し全体協議（3回目）で決定 

 

傾斜配点 

・重要項目について傾斜配点を実施 

５０点満点（基準点 5点） 

 (×３）公益性１５点、 

 (×２）必要性１０点、実現性１０点、 

参加性１０点 

 (×１）発展性５点 

 

採   択 

・個別採点の採択基準は 30点以上とし、会

長も含め委員の過半数が 30点以上とした

ものを採択とする。 

・なお、同数となった場合は全体協議にて

採択を決定 

 

そ の 他 ・提案団体の役員等は審査に参加しない。  

直江津区 地域活動支援事業 採択方針 

直江津区住民の生活環境の向上に資する事業のほか、交通の要衝、結節点である直江津区

の活性化につながる事業、歴史と文化あふれる直江津区の観光資源を活かす事業とし、事業

実施による効果が期待できる事業でソフト事業を優先的に採択する。 

 

優先的に採択する事業の分野 

○地域振興に資する事業 

（例）まちの活性化、各種団体との連携、文化・歴史・観光資源の活用、港や海を活かした事業等 

○生活環境の向上に資する事業 

（例）不法投棄対策、美化活動、循環バスの運行等 

○人にやさしいまちづくりに資する事業 

（例）歩いて暮らせるまち、住民交流の場の充実、健康増進、介護、認知症予防等 

○住民の生涯学習に関する事業 

（例）講演会、講習会、各種講座等 

○安全安心なまちづくりに資する事業 

（例）防災・防犯対策、住民の見守り、通学路の安全確保等 

○教育文化に資する事業 

（例）教育環境の充実、子育て支援等 

○その他 

上記に属さないが、直江津区の住みよさにつながる事業で、地域活動支援事業の目的に沿った事業 



   

 

令和４年度地域活動支援事業 直江津区の補助対象事業について 

 
 

■対象事業（全区共通） 

 

 

 

◎ただし、次のものは対象外とする。 

 （下線部分については、直江津区において追加する事項） 

 

・物品の購入や施設等の整備・修繕のみを目的とした、活動を伴わない事業 

・政治活動・宗教活動を目的とする事業 

・公序良俗に反する事業 

・国・県・市の他の補助制度と重複して助成を受けようとする事業 

・市に大規模な施設の設置や開発を求めるために行う事業 

・行政サービスの提供や公共施設の整備等を市に求める事業 

・事業主体の構成員に補助事業の成果が限られる事業 

・地域の課題解消や活力向上に向けて、自らの活動によらずに貢献を図ろうとする

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
    

資料 No.1-2 

身近な地域における課題の解決を図り、それぞれの地域の活力を向上するため、

市民の皆さんが自発的・主体的に行う地域活動 



三八朝市についての班別協議　記録
【当日配付資料2】

現状・課題 解決策・提案

若い客が少ない印象
イベントを開催すると人が多く来ている

若い人に来てもらえるようなイベントを定期的に開催

食品の出店が多い

若い人、新しい人が出店しづらい 出店料が安いのでアピールすればよいのでは

300ｍほどの沿道にポツンポツンと出店者
がバラついている

もっと集約してにぎわいを見える化＋新たなマル
シェ出店者ゾーンにする
既存出店者の既得権重視

新しいスタイル
旧態依然とした三八朝市ではなく、新しい形をつ
くっていく必要がある
例）三条マルシェのようなスタイル　これまでの朝市
＋新しい朝市＋食育（ワンコイン朝ランチ）など

買い物サポート
買い物カートサービスができないか
新たな公的な活動

沿道住宅の協力が得られにくくなってきて
いる

別の場所で集約したほうが良いのでは
・ライオン像のある館の西側の土地
・船見公園の駐車場
・直江津駅あすか通り（自由通路）　など

出店者が高齢　家族に送ってもらう必要

出店者支援
中山間地に住む、高齢の出店者と直江津をつなぐ
仕組みづくり
あるるん畑にかわる中間支援組織がつくれないか

中山間地の人たちはもうけできていない
人と人とのふれあい　出店者の方に楽しみ

お茶飲み場、コミュニティの場づくり

最大の売りは、対面販売　店主との会話

運営主体（市）がきちんとイニシアティブをとって動
かしていく気概がほしい

継続が必要である

場所の問題
住民から移転の声がある
月６回、半日、進入禁止のため

北厚生会館の跡地はどうか

出店者の老齢化

その他
・第１２回直江津区地域協議会の意見交換に出席されなかった朝市組合、町内会との話し合い
の場を開催してほしい
・三八朝市活性化に向けた取組に、地域協議会として全面的に協力していきたい

C班

B班

Ａ班

三者の連携
・市がリードし、「市・朝市組合・町内会」とのコミュニケーションを充分に図る
・観光の市・生活の市という観点から捉える
・将来を見据えて、後継者、出店業者の発掘、イベントの開催等を計画的に実践していく
・朝市組合、町内会は「三八朝市周辺まちづくり協議会」との連携を密にする

具体的意見
・出店店舗の場所を船見公園寄りにしたらどうか
・店舗間に間が空いているのでキチンと並んだらどうか
・場所を変えたらどうか
・冬場は中止にしたらどうか
・テントがボロボロになっているので、見栄えのよいものに統一できないか

直江津から三八朝市を無くしてはならない‼


